
 
☆緊急事態宣言再延長の対応について 

  新型コロナウイルス感染者が下止まりの状態で、政府は３月５日に緊急事態宣言の２

週間延長を発表しました。残念ではありますが、３年生の卒業遠足は都県をまたぐ行事

となるため、中止の判断をさせていただきました（給食は提供いたします）。  

  また、部活動も感染防止のため、従来通りの朝練習なし、６時下校、土日の練習なし

とします。できる限り、教育活動を止めたくはありませんが、緊急事態宣言下ではあり

ますので、ご理解のほど、よろしくお願いいたします。  

  なお、１６日に予定されています保護者会は予定通り行います。１９日の卒業式（９

時３０分開式）は規模を縮小して実施いたします。  

 

☆令和３年度の教育活動について 

 〇フォーマルな学び（認知能力）を伸ばしていくには、インフォーマルな学び（非認知

能力）の充実を図る必要があります。また、様々な方々と協働しながら、教育活動を

充実させていく必要があります。その意味で、以下の２点について、来年度は新たな

取組として計画しています。 

 

   【 ①「生き方」指導の充実 】 

    学校教育の道徳、特別活動、総合的な学習の時間等を活用して、「生き方」の充実 

に取り組んでいきます。 

    ●道徳 ⇒ 道徳性を養い「人間形成力」を育成 

    ●総合 ⇒ キャリア学習を充実させ「課題解決力」「未来開拓力」を育成 

    ●特活 ⇒ 学級活動、学校行事を充実させ「自己調整力」「社会形成力」を育成 

   これらの取組の充実を通して、SDGｓの視点や教科の見方・考え方を養います。 

 

   【 ②コミュニティ・スクールモデル事業実施校（研究指定校） 】 

    学校・家庭・地域の理想的な連携をめざして、様々な方々と学校運営について考

える機会をもち、生徒の能力を十全に伸ばしていく組織が重要だと思われます。そ

こで、令和４年度から大田区として段階的に導入を検討しているコミュニティ・ス

クールのモデル事業を行うことにしました。 

    ●英検・漢検等の運営 ⇒ 学校運営協議会で実施予定 

    ●学校経営方針の承認や学校評価・学校運営への意見具申 

 

    また、大田区教育委員会の研究指定校として、以下のテーマ（仮）で２年間の研

究を行っていくことになりました。 

 

    テーマ（仮） 学校・家庭・地域の連携と実践共同体について 

            ～ コミュニティ・スクールの実践から ～ 
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